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６月から赴任してまいりました原元潮（はらもとうしお）と申します。私は神戸生まれの

神戸育ちで御影高校から大阪大学医学部に入学卒業し阪大形成外科に入局しました。

研修を終えたのち、運よく東京警察病院に勤務となりました。というのも同院形成外科は

日本の形成外科のルーツとも言える所でした。同院の形成外科は、当時１４名もの医師が

週に全酔９列の手術をおこなう大所帯でした。また、部長は世界で初めて微小血管吻合に
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新 任 医 師 か ら の ご 挨 拶

よる組織移植に成功した医師であり世界的に有名でしたので、おかげでアルゼンチン・ブラジル・スペイン・

メキシコの美容外科第一人者ともいえる医師を１年間かけて訪ねて廻り手術を見てくることができました。

後に大阪大学に戻り、主に癌の切除後の再建手術に３年間従事しまして、そのあと大阪中央病院・皮膚・形成

外科の初代部長に就任しました。そこでは海外留学の経験から鼻の手術を専門にしたいとの思いがあり、ホーム

ページで鼻形成の症例写真を載せたところ、今風で言えば「バズ」りまして、毎週、鼻中隔湾曲症・斜鼻の手術を

やっておりました。ところが院長ヒアリングで「遊びの手術ばっかりやるんだったらほかの病院でやってくれ」

といわれ、苦境に陥りました。しかし、幸いにして今度は 2チャンネルで私の眼瞼下垂手術のことで「バズ」り

まして、手術が一気に半年先まで埋まってしまいました。それで「原元クリニック」を甲南山手駅前で開業する

に至りました。当初順調で、零細クリニックでありながら全身麻酔下手術も行っておりましたが、開業６年目に

して、癌を患いまして、すべてが終わったと思いましたが、クリニックで手術を続けながら治療に専念し、近年の

医療の進歩のおかげで、いつの間にか５年が経過しまして、「あれ？まだやっていけるかも」という感じになって

いました。そのような状況の中、この度、縁があって当病院で仕事をさせて頂けることとなりました。新たに

形成外科という部門を始めるのは２度目になりますが、この大役を果たせるよう頑張りますので、どうぞ

よろしくお願い致します。
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５月２５日産まれ　女の子

　元気に生まれて来てくれてありがとう♡

６月４日産まれ　女の子

　初産で不安がたくさんある中での出産でしたが、先生や

スタッフの方々に支えていただいたおかげで、無事に元気な

赤ちゃんを産むことができました。本当にありがとう

ございました！

６月１４日産まれ　女の子

お産の時にパニックになりかけて、その時助産師さんが

一緒に呼吸法をしてくださり、落ち着いて呼吸ができました。

６月１５日産まれ　男の子

健診時から出産・退院まで、先生をはじめスタッフの

皆さまに大変お世話になりました。皆さまがいつも気さく

で丁寧に対応してくださり、安心して出産・入院生活を

送ることができました。アットホームな雰囲気がとても

温かく、不 安なことも相談しやすかったです。可愛い

ニューボーンフォトも撮影していただき、良い思い出に

なりました♡ この病院で出産することができて本当に

良かったです！！ありがとうございました。

祝日診察のお知らせ

2026年９月の下記祝日に通常の平日と同程度の外来診察を行います。

９月２３日(水・祝)：通常診察日

形成外科の診察のご案内

●外傷・キズあと

　切り傷、擦り傷、やけど（熱傷）などの初期治療から、ケロイドや

　手術後の目立つキズあと、引きつれ（瘢痕拘縮）の治療

2026 年 6 月から当院で新たに形成外科の診療を開始いたしました。今後も随時診療範囲を広げていく予定ですが、現時点で可能な

対象疾患・診察内容をご紹介いたします。

●顔面骨骨折

　鼻骨骨折や、頬骨（ほほ）骨折の治療

●皮膚腫瘍・できもの

　ほくろ（母斑）、粉瘤（アテローム）、脂肪腫などの良性腫瘍の切除や、

　皮膚がんなどの悪性腫瘍の手術・再建

●先天異常（生まれつきの形や機能の異常）

　唇裂・口蓋裂の治療後の鼻の変形を対応

●まぶたの機能異常

　加齢や疾患に伴う「眼瞼下垂症（まぶたが十分開かない状態）」

「眼瞼下垂症」 とは
がん けん    か  すいしょう

　眼瞼下垂症とは、まぶたが開きにくくなる病気で、さまざまな原因でおこります。

まぶたを開く筋肉とまぶたの接合部は、構造上の弱点で、ゆるみやすくなっています。

そのため眼瞼下垂症は、老若男女問わず、誰にでも起こりうる身近な病気です。

「年のせい」と思われがち

　初期症状がわかりにくいため、多くの人が、この困った状況に陥っていながら

病気とは知らずに過ごしています。

眼瞼下垂症の特徴

まぶたの下がり、 左右差

ふたえラインの多重化

落ちくぼみ

ふたえ幅の広がり

頭痛・肩こり・眼精疲労の原因にも

　すぐにまぶたが下がってくるわけではありません。むしろ頭痛・肩こり・眼精

疲労等の、一見まぶたとは関係のない症状から始まることが多いです。

　「眼瞼下垂症」かもしれないと思われたら、まずは形成外科の外来診察にお越しください。眼瞼下垂症について

ご理解を深めていただくことがもっとも重要です。


